
　　　　

事業所名 ココトモビレッジ楓校 支援プログラム（参考様式） 作成日 8 年 4 月 1 日

法人（事業所）理念 経営理念：子どもたちと未来を創る　私達は、子どもたちを中心に地域社会と力を合わせ 自立と就労に向けた支援に徹し、笑顔あふれる未来を作ります。

支援方針

原始反射の残存や感覚特性などのアセスメントをもとに、原始反射や基礎感覚を育てる遊びを中心とした支援を行います。ブレインジムや療育整体を取り入れ、「血流・呼吸・感覚・
動き（姿勢を含む）」を整えることで、心身の安定と発達の土台づくりを目指します。子どもの遊びや動きを丁寧に観察し、現在の発達段階を見極めながら、抜けている・飛ばしてきた
発達のプロセスを遊びの中で体験できるよう支援します。安心できる環境の中で「楽しい」「やってみたい」という気持ちを大切にし、子ども自身がやりきる経験を重ねながら、次の成
長へとつなげていきます。
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支　援　内　容
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人
支
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健康・生活

健康的な生活リズムを整え、安心して日常生活を送る力を育てます。
・来所時の体調確認や手洗いなどを通して、健康への意識を育てます。
・療育整体や身体遊びを通して血流を促し、心身のバランスを整えます。
・活動の流れを分かりやすく示し、安心して行動できるよう支援します。
・排泄、手洗い、片付けなど、年齢や発達に応じた生活動作を流れの中で身につけていきます。

運動・感覚

身体の使い方や感覚特性に配慮しながら、安心して体を動かす経験を積み重ねます。
・姿勢や身体の安定を意識した遊びを取り入れ、無理のない身体づくりを行います。
・指先を使った遊びを通して、手先の感覚や巧緻性を育てます。
・感覚の過敏さや鈍さに合わせて、環境や関わり方を調整します。
・目と体を一緒に使う遊びを取り入れ、見る力・感じる力を育てます。

認知・行動

遊びを通して「分かる」「できた」という経験を積み重ね、意欲と自信を育てます。
・視覚的な手がかりを用いて、活動の見通しを持てるようにします。
・積み木やパズルなどの遊びを通して、空間認知や考える力を育てます。
・小集団での活動を通じて、周囲を意識した行動や切り替えを経験します。
・こだわりや不安に配慮しながら、安心して行動の幅を広げていきます。

言語
コミュニケーション

人とのやりとりを楽しみながら、伝える力・受け取る力を育てます。
・朝の会や帰りの会を通して、あいさつや簡単な言葉での表現を促します。
・絵カードや実物を使い、活動内容や気持ちが分かりやすく伝わるよう支援します。
・遊びや関わりの中で、言葉以外の表現（表情・身振り）も大切にしながらコミュニケーション力を育てます。

人間関係
社会性

安心できる人との関係を基盤に、集団での関わりを広げていきます。
・職員との信頼関係を大切にし、安心して過ごせる環境を整えます。
・一人遊びから並行遊び、友だちとの関わりへと段階的に経験を広げます。
・順番を待つ、簡単なルールを守るなど、遊びの中で社会性を育てます。
・気持ちの切り替えや自己調整を、職員の関わりを通して少しずつ身につけていきます。

家族支援

ご家族の不安や悩みに寄り添い、日々の子育てについて一緒に考えていき
ます。
必要に応じて面談や相談を行い、関係機関とも連携しながら支援を進めま
す。
希望される方には、月1回（全10回）のペアレントトレーニングを実施し、子ど
もの理解と関わり方を深める機会を提供します。

移行支援

就園・就学を見据え、子どもの成長に応じた環境づくりや準備について
ご家族と一緒に考えます。
園や関係機関と連携し、安心して次のステップへ進めるよう支援しま
す。

地域支援・地域連携

保育園・幼稚園・医療・福祉機関などと連携し、子どもとご家族をチームで支
えます。
情報共有を行い、切れ目のない支援を大切にしています。

職員の質の向上

虐待防止研修、事業所内支援会議、自立支援協議会、各種研修や他
事業所見学、療育整体等の専門研修に参加し、支援の質の向上に努
めています。

主な行事等
季節を感じられる行事や親子で参加できる活動、保護者向けの講演会などを実施
しています。


